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今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご要望を
お待ちしています。アンケートにご協力いただいた方の中から抽選
で10名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使用いたしません。
また、当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 1/31（日）

鳥取大学広報誌 検索検索

風紋のバックナンバーは、こちらから
www.tottori-u.ac.jp/fumon ■入学試験

■公開講座・社会貢献
■授業料納入

0857-31-5061
0857-31-6777
0857-31-5029

0857-31-5608
0857-31-5053
0857-31-5456

■研究・産官学連携
■学生・学生生活
■学生就職支援

鳥取大学に関するお問い合わせ

その他はホームページ  https://www.tottori-u.ac.jp/ask/  をご覧ください

5名様に
プレゼント！
5名様に
プレゼント！

抽選で
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鳥取大学広報誌 F U-M O N

免疫細胞の働きの不思議。
皮膚疾患の再発から、その謎の一端を明らかにする。

注目の
研究

工学部 社会システム土木系学科
情報システム研究室

私たちの
研究室

教養科目
「分類・生態から分子まで：昆虫学入門」

工学部附属
グリーン・サスティナブル・ケミストリー研究センター
農学部生命環境農学科

教養の場

新任教員
紹介
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特  集

果てしなき「モノづくり」への挑戦は続く・・・。

株式会社 千代エンジニアリング
事業内容：自動化・省力化機器の設計製造及び機械部品の加工
所在地：鳥取市商栄町160-7
代表者：代表取締役社長 清水隆文
ＴＥＬ：0857-24-7717
ＵＲＬ：http://www.sendai-eng.com

A4トートバッグ

とりりん
ストラップ

とりりん
クリアファイル

鳥取大学
オリジナルグッズ

※夏の純米酒「涼」（ラカンセア酵母）は本学との共同開発商品です。

〒689-2352 鳥取県東伯郡琴浦町浦安368
大谷酒造株式会社

タカイサミ

ご注文は
こちらから
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対
策
は
ス
ピ
ー
ド
が
肝
心

迅
速
な
決
定
で
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
全
世
界

的
な
流
行
と
い
う
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た

困
難
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
学
で
は
、

こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
、
対
応

策
を
検
討
・
決
定
す
る
機
関
と
し
て「
感
染

症
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
」を
立
ち
上
げ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
決
め
に
従
っ
て

2
月
28
日
に
組
織
さ
れ
、
執
行
部
、
鳥
大

医
学
部
附
属
病
院
長
、
医
学
部
長
、
保
健

管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
と
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
、

す
ぐ
さ
ま
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
消
毒
液
の
設
置
、

授
業
開
始
日
の
繰
り
下
げ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
導
入
・
実
施
、
課
外
活
動
の
禁
止
や

段
階
的
緩
和
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
防
止

対
策
や
取
り
組
み
を
検
討
す
る
中
で
、
最
も

心
を
配
っ
て
き
た
の
は
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の

サ
ポ
ー
ト
で
す
。
本
学
は
、
約
7
割
の
学

生
が
県
外
出
身
者
。
鳥
取
の
地
で
ひ
と
り

暮
ら
し
を
送
る
中
、
仕
送
り
や
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
の
減
少
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
学
生
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
本
学

独
自
の「
緊
急
給
付
型
支
援
金
」の
支
給
を

決
定
。
5
月
に
は
、
基
準
を
満
た
し
た

8
6
5
名
に
対
し
、
1
人
当
た
り
3
万
円

を
支
給
し
ま
し
た
。

都
市
部
に
は
な
い
利
点
を
生
か
し
て

　
特
に
新
入
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
希
望
に
満
ち

て
学
び
、
新
し
い
友
人
を
つ
く
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
を
楽
し
む
は
ず
が
、何
も
で
き
な
い
日
々

に
大
き
な
不
安
を
感
じ
て
い
た
は
ず
。
で
す

か
ら
メ
ン
タ
ル・
ケ
ア
に
重
き
を
置
き
な
が
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
少

人
数
に
分
け
た
対
面
の
ク
ラ
ス
活
動
、
個
人

面
談
な
ど
を
各
学
部
ご
と
に
実
施
し
ま
し
た
。

　「
鳥
取
は
田
舎
で
何
も
な
い
」と
い
う
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
地
方
だ
か
ら
こ
そ
感
染
者
が

比
較
的
少
な
く
、
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で

学
修
・
研
究
に
没
頭
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
地
の
利
を
生

か
し
、
皆
さ
ん
が
有
意
義
で
楽
し
い
学
生
生

活
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
精
一
杯

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
行
政
や
企
業
、
な
ら
び
に
本
学
の

卒
業
生
・
関
係
者
や
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

寄
付
金
を
は
じ
め
、マ
ス
ク
・
食
料
品
等
の

ご
提
供
等
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
は
、
本
学
の
感
染
防

止
対
策
と
取
り
組
み
を
さ
ら
に
詳
し
く
、

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
と
り
り
ん
」に

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

新しい
キャンパスライフ

今
年
1
月
か
ら
日
本
で
も

感
染
が
広
が
り
始
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

そ
の
影
響
を
受
け
、

多
く
の
教
育
機
関
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

本
学
で
も
、卒
業
式
・
入
学
式
の
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も「
例
年
ど
お
り
」「
毎
年
恒
例
」と
い
っ
た

事
柄
が
な
く
な
っ
た
り
、

別
の
形
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
知
恵
と
支
援
を
頂
き
な
が
ら

こ
の
災
禍
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

柔
軟
に
、根
気
強
く
、

鳥
取
大
学
は

前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま
す
。

特  　集

中島  廣 光
な か じ ま  ひ ろ み つ

学長

とりりん
イメージキャラクター

今号は
とりりんが案内

していくよ！

とりりん、任せたよ！

鳥取大学の新型コロナウイルス感染症への対応は
WEBサイトで随時更新しています

https://www.tottori-u.ac.jp/5768.htm

※特集内容は取材当時(令和2年9月)のものです02 01



クオーター

学修 編
新しい

キャンパスライフ

ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ス
タ
ー
ト

　
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
度
は
、
医
学
部
の
一

部
を
除
き
、
2
週
間
遅
れ
で
授
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
1
ク
オ
ー
タ
ー
は
全

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
、
先
生
方
は
本
学
の
情
報
処
理
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
通
信
環
境
等
の
開
発
・
整
備
を
担

う
総
合
メ
デ
ィ
ア
基
盤
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
準
備
を
進
め
た
そ
う
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
配
信
さ
れ
た
授
業

コ
ン
テ
ン
ツ
を
好
き
な
時
間
に
視
聴
で
き
る

「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
」を
メ
イ
ン
に
し
つ
つ
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
や
り
と
り
が
必
要
な
授
業
は

「
ラ
イ
ブ
型
」で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
準

備
に
、
先
生
方
は
か
な
り
苦
労
し
た
と
か
。

そ
れ
で
も
教
育
担
当
の
田
村
文
男
理
事
は
、

「
教
員
の
意
識
が
変
わ
り
、
授
業
内
容
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
」と
前
向
き
に

捉
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

配
信
型
の
特
徴
に
可
能
性
を
感
じ
て

　
学
生
の
皆
さ
ん
は「
質
問
や
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
が
し
や
す
い
」「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
は
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
を
何
度
も
視
聴
で
き
る
」と
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
よ
う
。
先
生
方
に
も

「
学
生
一
人
一
人
の
理
解
度
を
把
握
し
や
す

い
」と
好
評
。
課
題
レ
ポ
ー
ト
や
小
テ
ス
ト

も
シ
ス
テ
ム
上
で
で
き
る
か
ら
、
と
て
も
便

利
な
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　
一
方
、
夜
中
に
視
聴
す
る
こ
と
で
夜
型
の

生
活
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
。「
実
験
・

実
習
等
が
必
要
な
科
目
は
、
対
面
授
業
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
す
ん
な
り
と
入
れ

る
よ
う
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
」と
、
田
村

理
事
は
注
意
を
促
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
両
方
を

上
手
に
活
用
し
た「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」授
業

の
実
施
を
進
め
て
い
く
そ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
が
授
業
改
革
に
つ
な
が
っ
て
い
る
な
ん
て
、

素
晴
ら
し
い
で
す
よ
ね
！

感染拡大防止対策と
鳥大の取り組みをご紹介

こんな対策を
しています

全学共通科目「コミュニケーション
英語Ａ」の授業では、ビデオ会議シ
ステムを利用して先生と英語でやり
とりしたり、学生同士で英会話を練
習したり。対面に近い形で授業を
行うことができており、「オンライン」
という初めての試みの中でもより良
い学びを提供しているそうです。

オンライン授業

感染予防対策をしっかりと行っ
て、米子キャンパスでは6/8から、
鳥取キャンパスでは6/25から対
面授業を一部再開しています。

対面授業

夏期海外留学プログラムは中止になったけど、継続的に異文化に触れる
機会を増やし国際感覚を身に付けるため、カナダ、オーストラリア、マレー
シア、メキシコの協定校と共同して「Global Gateway Summer Online 
Program」を実施！ 協定校教員の遠隔講義や、現地学生との交流や協働
学習により、語学力や異文化理解力の向上を図ったんだって。

グローバル教育

学生からは
「友達に会えてうれしい！」の声が

マスク着用や手指消毒はもちろん、間隔
を空けて座る、定期的な換気を行うなど、
一人一人が自覚と責任を持って自習室
を使用しているよ。

自習室

自習室の入口に
チラシを貼って
注意を促しています

田村  文 男
た む ら  ふ み お

理事・副学長
教育担当・国際交流担当

第3クオーターは

「レベル3」で

授業を進めています

新型コロナウイルス感染防止対策のための行動指針

一部制限

制限（小）

制限（中）

制限（大）

原則停止

オンライン授業を行うことも可能

原則として、
オンライン授業を中心に行う

オンライン授業のみとする

全ての授業科目の開講を中止

レベル

4

レベル

5

感染拡大防止に最大限の配慮をした上で、
通常の方法で授業を行う

レベル

1

レベル

3

レベル

2
※令和2年10月1日現在

H
ow

 a
re
 yo

u d
oing?

わ
ざ
わ

一番気にな
る

学修面は

今どうなって
る？

禍
い
を
プ
ラ
ス
に
変
え
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

学
び
を
深
め
ま
し
ょ
う
！

オンラインで楽しく異文化交流♪

04 03



新
し
い
常
識
を
受
け
入
れ
て
、

目
指
す
の
は
皆
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
！

施設 編
新しい

キャンパスライフ

人
の
出
入
り
が
多
い
施
設
も
万
全
に

　
鳥
大
に
は
、
講
義
室
や
研
究
室
以
外
に

も
た
く
さ
ん
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
各
施

設
に
は
手
指
用
の
消
毒
液
が
設
置
さ
れ
、

窓
口
に
は
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
か
け

た
り
、
ア
ク
リ
ル
板
を
置
く
な
ど
し
て
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
三
島
香
津
子
セ
ン

タ
ー
長
は
、「
流
行
当
初
は
消
毒
液
や
マ
ス
ク

が
全
く
手
に
入
ら
ず
、
確
保
に
苦
労
し
ま
し

た
。
幸
い
に
も
マ
ス
ク
は
、
地
元
企
業
や
卒

業
生
の
方
か
ら
寄
付
が
あ
り
、
本
当
に
助
か

り
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
は
マ
ス
ク
も
消
毒
液
も
十
分
量
が
確

保
さ
れ
、セ
ン
タ
ー
で
一
元
管
理
、
必
要
に

応
じ
て
各
部
署
に
配
布
。
そ
の
際
に
は
注

意
書
き
を
添
付
し
、
手
指
の
消
毒
方
法
、マ

ス
ク
の
付
け
方
・
外
し
方
・
捨
て
方
、
発
火

の
危
険
が
伴
う
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
保
存

方
法
な
ど
を
周
知
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

不
安
は
当
た
り
前
、い
つ
で
も
相
談
を

　
日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
注
意
点
、
万

が
一
感
染
し
た
ら
ど
こ
へ
連
絡
す
る
の
か
な

ど
、情
報
提
供
・
共
有
も
大
事
な
取
り
組
み
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
随
時
発
信
し
て
い

ま
す
。
で
も
、
人
と
の
交
流
が
減
っ
て
い
る

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
情
報
だ
け
で
は
不
安

や
悩
み
が
払
拭
さ
れ
な
い
か
も
。「
本
学
で

は
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
学
部
教
務
係
、
学
生
相

談
員
等
々
た
く
さ
ん
の
相
談
窓
口
が
あ
る
の

で
、
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
セ
ン
タ
ー
長
は
い
い
ま
す
。

　
政
府
が
示
す「
新
し
い
生
活
様
式
」を
受

け
て
、セ
ン
タ
ー
は「
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
」を
作
成
し
ま
し
た
。
手
洗
い
、マ
ス
ク

着
用
、
三
密
を
避
け
る
な
ど
当
た
り
前
の
事

柄
ば
か
り
で
す
が
、「
一
人
一
人
の
心
が
け

が
必
要
不
可
欠
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

三島  香 津 子
み し ま  か つ こ

保健管理センター長

「
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」は

学
内
の
随
所
に
掲
示
し
て
い
ま
す

こんな対策を
しています

米子キャンパスでは携帯用消毒液も学生に配布

定期的に

消毒作業を

行っています

対面のカウンセリング

だけでなく

電話やメールで

相談の申し込みもできるよ

消毒液や
マスク等の備蓄品は

ここで管理しているよ

通常のカウンセリングに加え、感染症拡大による不安や
疲れを感じている学生・教職員の健康相談を行っている
んだって。HPに役立つ情報も。チェックしてみて！

保健管理センター

現在は本学学生・教職員のみの利用
に制限。パソコンルーム、グループ
学習室等はまだ使えないけど、一部
の閲覧席は利用できるよ。マナーを
守って、譲り合いながら利用しよう！

附属図書館

交流の場として多くの人が出入りする場所だから、
受付窓口には飛沫防止用のビニールシートを設置。

広報センター

建物や講義室の出入口に消毒液を設置し
て、手指の消毒を促しているよ。ウイル
スを「持ち込まない」「持ち帰らない」
を徹底するため、こまめな消毒を
習慣づけることが大切だね。

消毒設備

就職相談の部屋や資料閲覧用テーブルにアクリル板を設置、安心
して利用できるよう配慮されているよ。「Web相談も可能ですので、
希望される場合はご相談ください」とのことです。

キャリアセンター

感染拡大防止対策と
鳥大の取り組みをご紹介

相談カードの事前記入で
的確なアドバイスが

スムーズにできるように
しています

各センターや施設の様子を取材してきたよ

06 05



● 手洗い・うがい
● 体温測定
● マスク着用
● 部屋の換気
● 半日断食を適度に行い、
  免疫力を上げる
● 人混みを避ける

食事 編
新しい

キャンパスライフ課外活動 編
新しい

キャンパスライフ

混雑を避けるため

予約販売も

しています！

おかずを取るときは間隔を開けて並んでね！

「3つの密」を避けるため、生協ショップ、広報セン
ター、大学寮等でお弁当を販売。鳥大生協HPや
掲示板で最新情報をチェックしてね。ミールカード
利用者限定の予約アプリ(my coop+)も活用しよう。

課外活動は、学部を越えた友人ができたり、人間的に成長できる場

であったり、大学生活において大きなウエートを占めるものです

が、このコロナ禍ではどのような影響があったのでしょうか。学生

の皆さんに活動の様子を聞いてみました。

テイクアウト弁当販売
できる限りお互いの接触を減らそうと、お支払い
は電子マネーに限定中。入口にチャージ機が設
置されているよ。入店時のマスク着用、おしゃべ
り禁止も呼びかけているんだって。

生協ショップ

緊急アンケート

十分配慮をして充実した学生生活を送りましょう！

 　6月に部活が再開してから5カ月が経ちまし
た。今ではもうほとんどコロナがはやる前の活
動内容に戻ってきています。禁止期間中は、4
月に鳥取で開催される予定だった中国学生弓
道競技大会をはじめ、多くの射会や大会が中
止になりました。当時は実力が発揮できる場が
なくなり悶 と々する部員も少なくありませんでした
が、活動再開後は多くの新入生が入部してきて
くれて、活気を取り戻しています。
　2、3年生は新入生の指導をしつつ、11月中

に開かれるリモートのイ
ンカレ大会へ向け、準
備を始めています。今
はその大会へ向け、より
一層力を注いでいきた
いと思います。

　今回の新型コロナウイルスによってイベント
は軒並み中止となり、1年に1度の大学祭「風
紋祭」も同様に中止することとしました。大人数
で集まることができない状況下では実施は難し
いとの判断でした。その後、オンラインでの新
歓活動が行われ、1年生も何人か入部してくれ
たものの、現状としては基本的に活動ができて
いません。今後の活動は、新型コロナウイルス
の収束に見通しが立ってからになるかと思いま
す。そのときには、活動ができることの喜びをか
みしめながら、学生や地域の方々が楽しめるよ
うなイベントを企画でき
たらいいなと思います。

風紋祭実行委員会

1席ずつ空けて座りましょう

座席数を約半分にして営業中。現在はサラダバーの提供、給茶機の使用は
中止しているそうです。ピーク時は入場を制限しているから、誘導の職員さ
んの指示に従ってね。そして食事中の会話は、今はできるだけガマン、ガマン！

学生生協食堂
体育会弓道部最近の部活状況は？ 風紋祭はどうなるの？

射場で矢を射る部員以外は
マスクを着用して練習

写真は昨年の風紋祭の様子

学生たちは今、
何を思う？

感染拡大防止対策と鳥大の取り組みをご紹介感染拡大防止対策と鳥大の取り組みをご紹介

● 実家に帰りたい
● ライブに行きたい
● 友達と旅行に行きたい
● 飲みに行きたい
● とりあえず友達と遠出して遊びたい
● サークル活動がしたい
● 友達と大学生活で行けてない
   鳥取の観光名所をめぐりたい！

県外出身者が多い鳥大
生。自由に行動ができる
ようになったら、鳥取県内
のいろんな場所を友達と
楽しんでほしいなぁ。

● アルコール消毒
● 規則正しい生活
● 筋トレ

とりりん
からの
ひとこと

とりりん
からの
ひとこと

とりりん
からの
ひとこと

手洗い・うがいやマスク着
用などの基本的なことから
生活習慣を見直したり、
適度な運動をしたり、それ
ぞれで対策をしっかり行っ
ているね！すばらしい☆

貴重なご意見をありがとう！これからも
皆さんと一緒に“新しいキャンパスライ
フ”をつくっていきたいと思っているので、
よろしくお願いいたします。

●感染症対策の一環として、マスク着用での生
協の利用、アルコールスプレーの設置が各場
所にされているのは良いが、もうそろそろ対面
授業を再開していいのではないかと思います。

●授業等の動画でノートをとると、多くの授業
で1時間30分では、ノートがとり切れない。

●研究室での指導がコロナ禍以前より減少した。

授業は？学生生活は？
みんなの思いを

聞いてみたよ！

コロナが収束したら
したいことは
何ですか？

本学の対応の満足度は？
（オンライン授業、ホームページ、

サポートなど）

日 の々生活で心掛けている
感染症対策を
教えてください。

工学部3年

授業について国際プログラムに
ついて

私は「オンデマンド型」を経験
しました。オンデマンド型は、自
分の都合の良い時間に視聴で
きるという利点がありますが、家
の中での視聴は、なかなか集中
できないこともありました。最近
では、対面授業が少しずつでき
てきて、友達と会える喜びはもち
ろん、分からなかったところを
解決できるので、対面の良さを
実感しています。

農学部3年

実際に海外に行くことはできませ
んが、オンラインで現地の先生の
授業を受け、現地の学生と交流
することができました。英語で専
門的なことを学ぶ力と関心のある
ことを英語で表現する力が向上

したと思います。オンライン
で制作したプレゼンは
大変でしたが、新
鮮で楽しかった
です。
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対
症
療
法
し
か
な
い
皮
膚
炎
の
悩
み

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流

行
に
よ
り
、最
近
で
は
ワ
ク
チ
ン
や「
抗
原
・

抗
体
」な
ど
、
人
体
の
免
疫
機
能
に
関
わ
る

言
葉
を
よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
免
疫
系
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど

の
病
原
体
が
体
内
に
侵
入
し
た
と
き
に
自

身
の
体
を
守
る
た
め
に
重
要
で
す
が
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
と
て
も
複
雑
で
未
解
明
な

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
私
は
免
疫
学
を
専
門
と
し
て
研
究
に
取

り
組
む
中
で
、
自
身
や
母
が
ア
レ
ル
ギ
ー
で

悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
皮
膚
疾
患

に
特
に
関
心
を
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
年
齢
、

性
別
を
問
わ
ず
多
く
の
方
々
が
こ
の
よ
う
な

疾
患
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
現

時
点
で
は
根
本
治
療
は
無
く
、
ア
レ
ル
ゲ
ン

と
な
る
物
質
を
避
け
た
り
、
炎
症
を
抑
制
す

る
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
患
部
に
塗
布
し
た
り
と

い
っ
た
対
症
療
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
炎
症

が
治
ま
り
皮
膚
が
き
れ
い
に
な
っ
て
も
、
ま

た
同
じ
場
所
で
ぶ
り
返
す（
再
発
・
寛
解
を

繰
り
返
す
）こ
と
が
多
く
、
疾
患
と
の
付
き

合
い
は
長
期
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　「
な
ぜ
皮
膚
炎
は
同
じ
部
位
で
繰
り
返

さ
れ
る
の
か
」。
そ
の
理
由
が
知
り
た
く
て

マ
ウ
ス
モ
デ
ル
で
実
験
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、

「
炎
症
を
経
験
し
治
癒
し
た
皮
膚
に
は
局
所

的
な
免
疫
記
憶
が
で
き
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
に

対
す
る
反
応
性
が
高
ま
る
」と
い
う
現
象
に

出
会
い
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
皮
膚
炎
が
同

じ
場
所
で
繰
り
返
す
原
因
で
は
な
い
か
と

考
え
、
マ
ウ
ス（
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
）を
用
い

て
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

T
細
胞
が
生
き
残
る
こ
と
で

記
憶
が
で
き
る

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮
膚
疾
患
は
、
皮
膚
に
侵

入
し
た
無
害
で
あ
る
は
ず
の
物
質（
ア
レ
ル

ゲ
ン
）に
対
し
て
、
免
疫
系
が
過
剰
に
反
応

し
て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
患
部

に
は「
Ｔ
細
胞
」を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
免
疫
細
胞﹇
注
1
﹈が
集
ま
り
、
異
物
を

排
除
し
よ
う
と
炎
症
反
応
を
起
こ
し
ま
す

（
図
1
）。
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
除
去
さ
れ
る
と
、

皮
膚
に
集
ま
っ
た
免
疫
細
胞
は
死
ん
だ
り

移
動
し
た
り
し
て
皮
膚
か
ら
無
く
な
り
、

炎
症
が
治
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
マ
ウ
ス
の
皮
膚
炎
が
治
っ
た
部
位
を
観

察
す
る
と
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
反
応
し
た
Ｔ
細

胞
の
一
部
が「
記
憶
Ｔ
細
胞
」と
し
て
生
き

残
り
、
現
場
に
留
ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
記
憶
Ｔ
細
胞
は
、
同
一
の
ア
レ
ル

ゲ
ン
に
再
び
出
会
う
と
、
そ
れ
が
ご
く
少
量

で
あ
っ
て
も
素
早
く
活
性
化
さ
れ
、
強
い
皮

膚
炎
を
起
こ
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
現
場
に

残
る
記
憶
T
細
胞
が
局
所
的
な
免
疫
記
憶

の
原
因
で
あ
り
、
皮
膚
を
局
所
的
に
ア
レ
ル

ゲ
ン
に
敏
感
に
し
て
い
た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、Ｔ
細
胞
に
は「
キ
ラ
ー
Ｔ
細
胞
」

と「
ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
」﹇
注
2
﹈の
2
種
類

が
あ
り
、
炎
症
の
現
場
に
は
最
初
両
方
が
留

ま
っ
て
い
ま
す
。
寿
命
が
3
年
の
マ
ウ
ス

で
、
炎
症
が
治
ま
っ
た
後
の
敏
感
な
皮
膚
の

状
態
は
1
年
以
上
続
き
ま
す
。
私
は
、
キ

ラ
ー
T
細
胞
は
時
間
と
と
も
に
皮
膚
か
ら

消
失
す
る
の
に
対
し
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
は

残
り
続
け
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
つ

ま
り
敏
感
な
状
態
が
い
つ
ま
で
も
改
善
さ

れ
な
い
の
は
、
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
が
長
寿
命

で
あ
る
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
の
で
す
。

　
よ
っ
て
、
皮
膚
炎
を
経
験
し
た
現
場
か
ら

記
憶
T
細
胞
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
敏
感
な
皮
膚
の
状
態
を
解
消
で
き
、
再

発
・
寛
解
の
悪
し
き
サ
イ
ク
ル
を
根
本
的
に

止
め
る
新
し
い
治
療
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
の
研
究
で
除
去
す
る
た
め
の

方
法
を
何
と
し
て
も
見
出
し
た
い
で
す
。

　
さ
ら
に
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
や
多
発
性
硬
化

症
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
の
自
己
免

疫
疾
患
に
も
再
発
・
寛
解
を
繰
り
返
す
難
病

が
あ
り
、
炎
症
が
治
ま
っ
た
後
も
記
憶
T
細

胞
が
留
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
始
め
て
い
ま

す
。
皮
膚
炎
で
の
成
果
を
応
用
す
る
こ
と

で
、
新
薬
開
発
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

生
き
物
に
流
れ
る

長
い
時
間
を
見
つ
め
て

　
ヒ
ト
が
持
つ
T
細
胞
に
よ
る
免
疫
系
は
、

カ
ン
ブ
リ
ア
紀
と
い
う
時
代
の
始
ま
り
に
、

現
れ
て
間
も
な
い
魚
類
の
祖
先
で
誕
生
し

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
私

た
ち
の
免
疫
系
に
は
5
億
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
、
脊
椎
動
物
は
魚
類
か
ら
哺
乳
類
ま

で
基
本
的
に
同
じ
仕
組
み
を
使
っ
て
、
病
原

体
か
ら
体
を
守
っ
て
い
ま
す
。
祖
先
か
ら

無
数
の
世
代
交
代
を
経
て
あ
な
た
に
至
る

個
々
の
系
譜
の
免
疫
系
は
こ
れ
ま
で
、
病
原

体
か
ら
生
命
を
ど
う
に
か
代
々
守
り
続
け

る
と
同
時
に
、
過
剰
な
反
応
で
体
に
害
を
及

ぼ
す
こ
と
が
無
い
よ
う
に
制
御
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　
そ
ん
な
免
疫
系
が
誤
作
動
す
る
こ
と
で
ア

レ
ル
ギ
ー
や
自
己
免
疫
疾
患
が
生
じ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
患
者
数
は
な
ぜ
か
先
進
国
で
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
途
方
も
な

く
長
い
付
き
合
い
の
免
疫
系
と
の
関
係
が
、

こ
こ
へ
来
て
な
ぜ
狂
い
始
め
た
の
か
不
思
議

で
な
り
ま
せ
ん
。「
き
れ
い
に
な
り
す
ぎ
た

せ
い
で
免
疫
の
矛
先
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
」と
い
う
の
が
有
力
な
説
の
よ
う
で
す
が
、

何
を
も
っ
て
免
疫
系
が
き
れ
い
・
汚
い
と
い

う
認
識
を
し
、
な
ぜ
攻
撃
対
象
を
変
え
る
の

か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
免
疫
系
と
い
う

の
は
生
来
、
何
か
を
攻
撃
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
も
の
な
の
か
と
思
う
と
爆
弾
を
抱
え
て

い
る
よ
う
な
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
概
念
を
発
見
し「
免
疫
学
の

父
」と
い
わ
れ
る
ジ
ェ
ン
ナ
ー
以
来
、
免
疫

系
の
驚
く
べ
き
複
雑
さ
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
り
立
ち
や
制
御
の

仕
組
み
は
ま
だ
説
明
で
き
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
す
。
こ
の
5
億
年
の
謎
に
1
つ
で
も

迫
れ
る
よ
う
、
明
日
も
研
究
に
励
み
ま
す
。

免疫細胞の働きの不思議。
皮膚疾患の再発から、

その謎の一端を明らかにする。

アレルギー性皮膚疾患は、なぜ同じ部位で再発を繰り返すのでしょうか。そこ
には以前体内に侵入した異物を覚えておき、再び出会ったときに素早く排除
するための「免疫記憶」が大きく関わっています。皮膚炎再発の要因となる
記憶細胞を明らかにした研究で、新しい治療法の開発が期待されています。

村田  暁 彦 助教

む ら た  あ き ひ こ

医学部生命科学科

注  目  の  研  究

専門 免疫学
趣味 本の収集・読書／Hip Hop Dance

治癒直後 治癒後1年経過

記憶キラーＴ細胞
記憶ヘルパーＴ細胞

キラーＴ細胞
ヘルパーＴ細胞 アレルゲンへの感受性・反応性が増大 ⇒ 再発

各Ｔ細胞は、記憶キラーＴ細胞
として表皮に、記憶ヘルパーＴ
細胞として真皮に留まる。

キラーＴ細胞とヘルパー
Ｔ細胞が増加し、アレル
ゲンを排除。

記憶キラーＴ細胞が皮膚から
消失した後も、記憶ヘルパーＴ
細胞は真皮に留まる。

皮膚炎

アレルゲン(抗原)

図2　長期間の免疫記憶は記憶ヘルパーＴ細胞に起因する

﹇
注
1
﹈免
疫
細
胞

体
内
に
侵
入
し
た
病
原
体
を
攻
撃
す
る
細
胞
の
総

称
で
、
T
細
胞
、
B
細
胞
、
好
中
球
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
、
樹
状
細
胞
な
ど
非
常
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

体
内
を
動
き
回
り
ま
す
。
白
血
球
と
も
総
称
さ
れ

ま
す
。
途
方
も
な
く
複
雑
な
の
に
、
き
ち
ん
と
連
携

し
て
機
能
す
る
と
こ
ろ
が
な
ん
と
も
不
思
議
で
す
。

﹇
注
2
﹈Ｔ
細
胞

胸
腺(Thym

us)

で
作
ら
れ
る
の
で
T
細
胞
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
キ
ラ
ー
Ｔ
細
胞
は
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
細
胞
を
攻
撃
し
て
排
除
し
ま
す
。
ヘ
ル

パ
ー
Ｔ
細
胞
は
さ
ま
ざ
ま
な
免
疫
細
胞
の
反
応
を

助
け
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
的
な
働
き
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
名
前
が
付
き
ま
し
た
が
、
両
者
と
も
さ
ま
ざ
ま

な
炎
症
性
物
質
を
放
出
し
を
炎
症
を
誘
発
し
ま
す
。

ま
た
一
部
の
ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
は「
制
御
性
Ｔ
細

胞
」と
呼
ば
れ
自
分
の
体
へ
の
攻
撃
を
抑
制
し
自
己

免
疫
疾
患
を
防
い
で
い
ま
す
。

図1　免疫システム（獲得免疫）

キラーＴ細胞

ヘルプ

撃 退

抗体生成

抗原(細菌・ウイルス) がん細胞

Ｂ細胞

ヘルパーＴ細胞

未感作の皮膚

表
皮

真
皮
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ビッグデータからの未来を開く「カギ」を読み解く

構造計画研究所、長大、オリエンタル
コンサルタンツ、セントラルコンサル
タンツ、中電技術コンサルタント、
公務員（広島県・鳥取市）

直近5年以内の
卒業生の主な進路

情報システム研究室
工学部 社会システム土木系学科

桑 野  将 司 教授／ 森 山  卓 助教担当教員

　昨今、情報通信技術の進展やIｏT※の普及により、人の行動や
意識に関する多様なデータが記録、蓄積されている。その豊富な
情報を持つデータは「ビッグデータ」と呼ばれ、人々の生活をより良く
するための「カギ」が隠されている。情報システム研究室では、データ
の性質や分析目的に応じた解析方法を駆使して、ビッグデータから
有効なカギを読み取っている。さまざまな分野のデータを読み解く
手法を身に付け、より暮らしやすい社会に向かうための道筋を示し、
地域の未来を支えている。
　ち密な作業を要する印象を受けるが、研究室の雰囲気は明るく和
やか。週1回のゼミでは、それぞれの研究の進捗状況を報告した後、
毎回順番に1人の学生が研究とは関係ない「コラム」を発表している。
コラムのテーマは自由で、例えば、体を鍛えている学生はプロテイン
の種類や味の違いについて語り、別の学生は好きなマンガのオススメ
の場面を解説。学生同士がお互いを知るきっかけにもなっていると
いい、楽しみながら自身のプレゼン能力を高める機会になっている。

数
字
の
羅
列
を
有
益
な
知
識
へ
変
換

　

人
が
日
々
の
生
活
の
中
で
行
動
す
る
時
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
電
車
に
乗
る
際
に
利
用

す
る
I
C
カ
ー
ド
か
ら
人
の
移
動
履
歴
が

分
か
り
ま
す
し
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
レ
ジ
に

は
い
つ
ど
ん
な
商
品
が
売
れ
て
い
る
の
か

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
単
に

デ
ー
タ
の
み
で
は
数
字
が
並
ん
で
い
る
だ

け
で
、
そ
こ
に
ど
ん
な
情
報
が
含
ま
れ
て

い
る
の
か
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、「
物
言
わ
ぬ
」デ
ー
タ
に
情
報
を

「
語
ら
せ
る
」の
が
、
数
理
統
計
学
な
ど
に
基

づ
い
た
解
析
技
術
を
持
つ
分
析
者
で
す
。

デ
ー
タ
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
の
背
景
に
あ
る

人
々
の
行
動
ま
で
分
析
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
実
社
会
に
有
益
な

「
知
識
」へ
と
変
換
す
る
手
法
の
開
発
と

改
良
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
方
に
合
わ
せ
た
解
析
手
法
を
開
発

　

最
近
は
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
よ
り

多
様
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
鳥
取
県
の
よ
う
な
地

方
都
市
で
は
都
会
に
比
べ
て
情
報
量
は
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
県
内
外
の

行
政
や
交
通
機
関
、
学
内
の
他
研
究
室
と
協

同
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
統
計
資
料
も
併
せ

て
、
そ
の
土
地
に
適
し
た
解
析
手
法
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の

交
通
支
援
施
策
の
開
発
を
試
み
た
り
、
農
産

物
直
売
所
の
購
買
動
向
を
読
み
取
っ
た
り
。

研
究
の
対
象
は
、
交
通
施
策
か
ら
都
市
計

画
、観
光
振
興
、高
齢
者
の
生
活
支
援
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
分
野
で
も
、
そ
こ
に
潜
む
人
々
の
行

動
パ
タ
ー
ン
や
意
思
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

ど
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
え
ま
す
。

私
た
ち
が
提
供
す
る
知
識
が
、
人
々
の
生
活

に
関
わ
る
各
所
の
問
題
解
決
や
改
善
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な

未
来
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
物
言
わ
ぬ
」
デ
ー
タ
に
情
報
を
「
語
ら
せ
る
」

デ
ー
タ
分
析
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

桑野  将 司 教授

く わ の  ま さ し

研究室のイベント紹介！

　パソコンに向かい数字に向き合うだけでなく、さまざまな
イベントを通じて交流を深めています。代表的なのが、学生
それぞれが手作りのカレーを持ち寄り、誰が作ったカレーか、
どれが一番おいしいかを決める「効きカレー」です。カレーは
家庭によって作り方や味が全然異なります。昨年は10人の
学生と助教が参加しましたが、中辛と辛口のルーを混ぜて
味に深みを持たせる人や、シーフードカレーを作ってくる人、

ヨーグルトやスパイスを使った本格カレーを披露する人など、
一つとして同じものはありませんでした。
　他にも、毎年1回、鳥取県内の観光地を巡る旅行を企画し、
一昨年は湯梨浜温泉、昨年は三徳山に行ってきました。
　また卒業時には、学生一人ひとりが研究室の『思い出ポス
ター』を制作し、一番に選ばれた作品は大きくして研究室に
飾っています。

｜効きカレー｜

カレーを試食中。果たして
次回の栄冠は誰の手に！？

｜思い出ポスター｜

｜三徳山登山｜

厳しい山道を登って、断崖絶壁の岩窟
に建つ三徳山三佛寺投入堂を参拝。

LOREM IPSUM

0
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20

40

60

%

LOREM IPSUM

※掲載の写真は全て撮影時のみマスクを外してます。

Internet of Things（モノのインターネット）の略。様々な物体（モノ）に通信機能を
持たせ、インターネットに接続したり相互に通信することにより、自動認識や自動制御、
遠隔計測などを行うこと。

※IoT：

引用：IT用語辞典 e-Words（http://e-words.jp/w/IoT.html）

私 た  ち  の
研 究  室
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教
養
の
場

新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

水戸口克生 さん

み とぐち  か っ せ い

　昆虫に対する身近な疑問を解決することが
できました。また、生物の仕組みを他者に説明
することへの達成感を味わうこともできました。
この講義では、昆虫の種類や行動だけではな
く、遺伝子の仕組みなど分子生物学全般の内
容を学ぶことができます。

● 授業を受けた感想は？

　私は自然と触れ合うことが好きです。将来は
生態系や生物多様性の管理など自然環境の
保全に携わる仕事に就きたいと考えています。
そのため、講義を通して生物学の基礎的な知
識、思考力を身に付けたいと考え受講しました。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
昆
虫
」と
い
う
言
葉
だ
け
で
毛
嫌
い
さ
れ
る

方
も
多
い
で
す
が
、
昆
虫
学
は
と
て
も
裾
野
が
広

い
研
究
分
野
で
、
生
物
学
の
ほ
ぼ
全
て
の
領
域
を

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。本
講
義
で
は
、例
え
ば「
シ

ロ
ア
リ
は
ア
リ
の
仲
間
？
」「
恐
竜
が
い
た
時
代

に
も
昆
虫
は
い
た
の
か
」「
蛹（
さ
な
ぎ
）の
中
で

ど
う
や
っ
て
成
虫
の
体
が
で
き
て
い
る
の
？
」

「
セ
ミ
は
ど
う
し
て
あ
ん
な
小
さ
い
体
で
大
き
い

声
が
出
せ
る
の
？
」「
働
き
蜂
に
は
メ
ス
し
か
い

な
い
っ
て
、
本
当
？
」「
昆
虫
も
匂
い
や
味
が
分

か
る
の
か
」と
い
っ
た
身
近
な
昆
虫
の
ふ
し
ぎ
を

紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
背
景
と
な
る
科
学
的
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
解
説
し
、
広
範
な
生
物
学

の
知
識
を
得
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昆
虫
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
た
め
に

は
、
野
外
で
昆
虫
を
じ
っ
く
り
と
観
察
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
本
講
義
で
は
、
大
学
構
内
で
実
際

に
昆
虫
を
採
集
・
観
察
し
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に

ど
の
よ
う
な
昆
虫
が
生
息
す
る
の
か
、
な
ぜ
そ
の

虫
は
そ
こ
に
い
る
の
か
を
学
ぶ
こ
と
で
、
座
学
で

得
た
知
識
と
野
外
観
察
の
経
験
と
を
結
び
つ
け

て
考
え
ま
す
。
手
に
取
っ
た
虫
の
名
前
を
知
り
、

生
息
環
境
を
感
じ
る
こ
と
で
、
い
ま
ま
で
頭
の
中

で「
た
だ
の
虫
」だ
っ
た
も
の
が
、
た
だ
の
虫
で

は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
虫
に
つ
い
て
得
た
知

識
は
、
さ
ら
な
る
知
識
、
例
え
ば
近
縁
な
虫
だ
っ

た
り
餌
と
な
る
植
物
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
生

物
間
の
相
互
作
用
に
気
づ
い
た
り
と
い
っ
た
、

よ
り
広
い
何
か
を
理
解
す
る
た
め
の
大
切
な
糧

と
な
り
ま
す
。

『
昆
虫
学
』は
、
生
物
学
の
全
て
を
網
羅
す
る

農学部生命環境農学科 1年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

農学部生命環境農学科

担当教員

中　秀司准教授

な か 　 ひ で し

地上で最も繁栄し、ありとあらゆる環境に生息するにも関わらず、ともすれば見過
ごしがちな「昆虫」を題材とした講義です。本講義では、昆虫を研究材料とした
様 な々分野の研究成果を紹介しつつ、分子生物学、進化生態学などに関連した、
最新の手法や考え方について学びます。また、座学のみではなく野外実習も取り
入れて、大学構内に生息する昆虫たちの生き様についても学習します。

分類・生態から分子まで：昆虫学入門
身近な生物「昆虫」を題材に、最新の科学に触れる

教養
科目

全学共通科目
入門科目

教養
科目

外国語
科目

健康
スポーツ
科目専門科目

知と実践の融合

素敵な大人

工学部附属グリーン・サスティナ
ブル・ケミストリー研究センター

鳥取大学着任日：2019年11月1日

　
ず
っ
と
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

令
和
元
年
11
月
よ
り
鳥
取
に
移
っ
て
き

て
ま
し
た
。
混
み
合
っ
た
と
こ
ろ
が
苦

手
な
の
で
鳥
取
は
自
分
に
あ
っ
た
良
い

環
境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
存
在

す
る
ユ
ビ
キ
チ
ン
と
い
う
小
さ
な
タ
ン

パ
ク
質
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
細
胞
内
で
は
細
菌
が
侵
入

し
た
り
、
核
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
壊
れ
た
り
、
い

ら
な
い
物
が
溜
ま
っ
た
り
、
と
い
っ
た

事
件
が
た
く
さ
ん
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
て
い
る
の

か
と
い
う
目
印
が
必
要
で
す
が
、
ユ
ビ

キ
チ
ン
同
士
が
た
く
さ
ん
連
結
し
て
で

き
た
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
が
、
こ
の
目
印
と

し
て
は
た
ら
き
ま
す
。
し
か
も
ユ
ビ
キ

チ
ン
同
士
の
連
結
方
法
を
変
え
る
事
で
、

構
造
と
役
割
の
違
う
別
の
目
印
に
な
る

事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
多

様
な
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
が
目
印
と
し
て
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
、
認
識
さ
れ
、
最
終
的

に
壊
さ
れ
る
の
か
を
、
そ
の
構
造
を
観

察
す
る
こ
と
で
解
明
し
て
い
ま
す
。
ユ

ビ
キ
チ
ン
は
様
々
な
疾
病
に
密
接
に
関

与
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
研
究
が
将
来
的

に
は
疾
病
の
発
症
機
構
の
解
明
や
創
薬

開
発
に
貢
献
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
を
観
察
し
て
そ

の
作
用
機
構
を
解
き
明
か
す
と
、
こ
ん

な
に
精
巧
に
作
ら
れ
た
物
が
私
達
の
細

胞
を
健
康
に
保
っ
て
い
る
の
だ
と
い
つ

も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に

も
、
こ
の
驚
き
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
経
済
や
農
業

経
営
に
対
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

中
心
と
し
た
研
究
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
農
学
部
の
中
で
も
珍
し
い

経
済
系
分
野
で
、
会
計
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。

　
農
学
に
は
生
態
系
や
農
業
技
術
を
支

え
る「
人
」や「
地
域
」を
対
象
と
す
る

研
究
も
含
ま
れ
ま
す
。
政
策
や
事
業
の

効
果
を
は
か
る
た
め
で
す
。
と
あ
る
先

生
が
、「
経
済
系
研
究
室
が
共
存
し
、
自

然
科
学
と
社
会
科
学
を
融
合
す
る
の
が

農
学
部
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
今

も
心
に
残
っ
て
お
り
、
私
の
研
究
指
針

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
や
は
り
、「
農
学
部
で
な

ぜ
会
計
学
？
」と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
お
金
の
流
れ
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化
を
図
る

方
法
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

日
本
は「
お
金
の
教
育
」が
遅
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
お
金
に
興
味
関
心

を
持
つ
こ
と
は
良
く
な
い
こ
と
だ
と
さ

れ
る
風
潮
も
あ
り
ま
す
。
い
ざ
興
味
が

沸
い
た
と
き
や
実
践
せ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
と
き
に
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で

一
か
ら
小
難
し
い
理
論
を
学
ぶ
羽
目
に

な
り
ま
す
。
楽
し
く
経
済
・
経
営
を
学

ん
で
も
ら
い
、
農
業
・
農
村
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
や
、
日
本
全
体
を
担
う
人

材
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
鳥
取
を
ま
だ
十
二
分
に
満
喫
で
き
る

ほ
ど
歩
き
回
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
研

究
も
兼
ね
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
訪

れ
、
お
話
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

細
胞
内
の
小
さ
な
目
印
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
の

は
た
ら
き
を
構
造
か
ら
明
ら
か
に
す
る

農
の
現
場
で
「
お
金
の
教
育
」
を
考
え
る

佐藤  裕 介 講師

さ と う  ゆ う す け

専門 タンパク質の構造解析
趣味 イラスト作り

農学部
生命環境農学科

鳥取大学着任日：2020年4月1日

木原  奈 穂 子 講師

き は ら  な ほ こ

専門 農業経営学／農業会計学／農業経済学
趣味 直売所巡り／ツーリング／おしゃべり
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　中島学長と若手教職員による、鳥取大学の将来につい
て意見交換を行うための「Gakucho Meet ～若手教職員
と未来を描く～」を開催しました。
　初回は地域学部の若手教員5名が学長と懇談を行い
（令和2年7月31日開催）、教育、研究、大学の運営など多
岐にわたり、熱心に意見が交わされ、実り多い内容とな
りました。
　このような機会を通じて、次代を担う若手教職員の皆
さんにとって、夢や希望をもって研究・教育活動や支援
に励んでいただくための、コミュニケーションやモチ
ベーションアップにもつながる取り組みとして、今後も
各部局ごとに開催してまいります。

　鳥取砂丘では1970年頃から外来種の雑草が繁茂し、
砂の移動が減少することにより、独特の風紋や砂簾が見
られにくくなったり、砂丘本来の美しい景観を損ねたり
するなど、砂丘の草原化が深刻な問題となっています。
　鳥取砂丘の自然景観を後世に伝えることを目的に、鳥
取砂丘景観保全協議会が平成16年度からボランティア
除草活動を行っており、本学もこの事業の趣旨に賛同し、
雑草が発芽・成長する夏の後半の時期に毎年度多数の学
生及び教職員が参加しております。
　今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参
加者を限定して募集したところ、学生および教職員約60
名が参加しました。

　本学では、日南町（町長：中村英明）とソフトバンク株
式会社（代表取締役社長執行役員兼CEO：宮内謙）によ
り、産官学の3者が有する知的・人的・物的資源を活用し、
「ひとづくり」と「持続可能なまちづくり」を目的として、
中山間地域における課題解決およびSDGs推進に関する
連携協定することを目指して、8月21日に協定を締結し
ました。
　鳥取キャンパスで行われた協定締結式には、新型コロ
ナウイルス感染症の状況を踏まえ、ソフトバンク株式会
社人事総務統括CSR本部の池田昌人本部長がリモートに
より参加し、中村英明日南町長と中島学長が出席し、協
定書を披露しました。

「Gakucho Meet ～若手教職員と
未来を描く～」を開催しました

2020.9.3

学生、教職員が鳥取砂丘
除草ボランティアに参加しました

2020.8.19

「中山間地域の課題解決及び
SDGs推進に関する連携協定書」を締結

2020.8.21

大学の動き

WHAT’S NEW?

在学生の活躍や大学の取り組みなど、

鳥取大学の最新情報をご紹介します。

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　新型コロナウイルス感染症の拡大が続く中、家計支持者の収入減少や学生アルバイト
等の中止を余儀なくされ、生活が困窮し、困っている学生を支援し救済するための「緊急
給付型支援金」を本年5月より募集しました。
　お願いしてまいりました学生への支援金に対し、7月末までに1,800万円を超えるご寄付
を賜りました。皆さまからのご厚情に心より感謝申し上げます。
　頂いた支援金は、その一部を今まであった大学の基金と合わせて、生活の困窮した
学生に緊急給付いたしました。また、一部は新型コロナウイルス感染拡大に伴う社会的
及び経済的影響により生活や修学に困難をきたす学生への継続的な支援に有効に活用
させていただきます。
　新型コロナウイルス感染症は、依然として予断を許さない状況にありますが、全教職員が
一丸となって、本学学生に安全・安心な学びの場を確保するよう努めてまいります。

●皆様も大変な状況の中、私達学生のためにご寄付いただき
ありがとうござました。この支援金は皆さまからの鳥取大学
生に対する期待と思い、その期待を裏切らないように勉学に
精進してまいります。また私達が社会人となって、寄附してい
ただいた方々のように社会に貢献し、有事の際に後輩に同じ
ようなことをできるような人間になりたいと思います。
●バイト代を生活費として使用していたため、バイトをすること
が困難となった際にはとても不安だったのですが、支援金を
いただくことができ非常に安心しました。本当にありがとうご
ざいます。この恩を忘れずに勉学も勤しみたいと思います。
●私たちに学びを継続できる機会を与えてもらい、ありがとうご
ざいます。私に出来ることはしっかり勉強して、立派な社会
人となって皆さんに還元する事だと思っています。頑張ります。

●コロナの中でも勉強を続けてください。安
心して有意義な学生生活が送れることを願
います。
●鳥取大学を卒業したことを誇りに思っていま
す。学生時代に得た人生の価値観や、か
けがえのない生涯の仲間とは、今でも交流
が続いています。この大変な状況下でも後
輩の皆さんが勉学を続けられるよう僅かで
すが送ります。
●コロナのために、学業を断念せざるを得な
い学生がいないよう願っています。
●入学されたすべての皆さんが無事卒業でき
ますように！ 応援します。

学生からの感謝の言葉 寄付者からのメッセージ

新型コロナウイルス感染症に係る「緊急給付型支援金」への
皆さまからのご支援に心よりお礼申し上げます。

国立大学法人 鳥取大学 総務企画部 総務企画課ご寄付に関するお問い合わせ 鳥取大学の基金〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101 Tel 0857-31-5006
★詳しくは・・・

学生支援のための「みらい基金」「修学支援金」につきましては、
引き続きご寄付をお願いしておりますので、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

修学支援事業基金（緊急給付型支援金を含みます）みらい基金
本学の基本理念に基づく目標の達成のために助成し、
もって本学の振興に資することを目的としています。

経済的理由により修学が困難な学生を
支援することを目的としています。

【教育研究支援事業】
【学 生 支 援 事 業】
【国際交流支援事業】

【地域貢献支援事業】

教育研究の設備整備、高度化の支援などを行います。
優秀な学生への奨学金、課外活動の支援などを行います。
本学学生の留学、外国人留学生の修学、学術交流の活
性化の支援などを行います。
地域との連携推進、産官学の連携強化の支援などを行
います。

【授業料等免除事業】
【奨 学 金 事 業】

【留 学 支 援 事 業】
【TA・RA事 業】

授業料、入学料又は寄宿料を免除する支援を行います。
学資を給付又は貸与する支援を行います。
（鳥取大学とりりん奨学金）
海外への留学に係る費用を支援します。
学生を教育研究に係る業務に雇用するために係る経費を
支援します。

Many th
anks
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本
号
の
特
集
は「
鳥
取
大
学

w
i
t
h
コ
ロ
ナ
」と
題
し
て
、
本
学

が
行
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
対
策
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
本
学
で
も
卒
業

式
や
入
学
式
、
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
中
止
、
ま
た
授
業
開
始
の
延
期
な

ど
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
時

代
を
生
き
て
い
く
た
め
に
感
染
症
対

策
を
し
っ
か
り
と
行
い「
新
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
」を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
鳥
大
生
に「
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た

ら
何
が
し
た
い
か
」聞
い
て
み
た
と
こ

ろ「
実
家
に
帰
り
た
い
」「
友
達
と
遊
び

た
い
」と
い
っ
た
回
答
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
大
学
生
に
な
っ
た
の
に
学
校
に
通

う
こ
と
が
で
き
な
い
1
年
生
、
卒
業
ま

で
の
大
学
生
活
を
楽
し
み
た
い
4
年

生
…
み
な
さ
ん
の
大
学
生
活
が
有
意

義
で
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
も
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期

し
て
取
材
や
撮
影
、
編
集
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
着
け
た
と
り
り
ん

は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
読
者

の
皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

i r c l e  A c t i v i t i e sC サ ー ク ル 紹 介 特 別 編

サークル一覧
『米子キャンパス』篇

合氣道部

駅伝部

硬式庭球部

弓道部

剣道部

サーフィン部

ゴルフ部

柔道部

準硬式野球部

サッカー部

男子バスケットボール部

男子バレーボール部

ソフトテニス部

女子バスケットボール部

女子バレーボール部

水泳部

競技スキー部

漕艇部

卓球部

陸上競技部

ダンス部（NEXUS）

PORKS（軟式野球）

男子フットサル部

バドミントン部

V‐TECJr.（バレー）

女子フットサル部

ラグビー部

MONSTER BASH Jr.
（バスケットボール）

武産合氣道部

アトリエ自由ノート（美術部系）

カクテル部

華道部

筋ジストロフィーボランティア部

ギターマンドリン部

軽音学部

茶道部

室内管弦楽団

写真部

JAZZ研究会

しゅわっチ（手話サークル）

スプラウト（混声合唱団）

大山家族
（小児糖尿病患者支援活動）

地域医療研究部

国際保健友の会ハクナマタタ

パッチアダムスクラブ
（小児科病棟交流活動）

Peer in Heart
（性教育サークル）

学生ACLS
（救命救急サークル）

サブカルチャー研究会

将棋部

TC‐SARCH

写真部

ルービックキューブサークル

ぬいぐるみ病院

体育系 文化系

学生生活で学ぶことは学問だけではありません。鳥取大学には
学生が行う自主的な課外活動として、さまざまなサークルがあり、
仲間同士で共通の目標に向かって活動しています。

▼
他
学
部
の
研
究
が
興
味
深
く
、
自
分

の
学
部
し
か
知
ら
な
い
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
地
域
学
部
の
人
間
形
成
コ
ー
ス
に

音
楽
系
の
研
究
室
が
あ
る
こ
と
は
意
外

で
し
た
。（
20
代
・
本
学
学
生
）

▼
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
後
5
年
ほ
ど
経
ち
ま
し
た
が
、
先

生
方
や
友
人
な
ど
見
知
っ
た
人
も
出
て

く
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
面
で
も
楽
し
ん

で
い
ま
す
。（
20
代
・
本
学
卒
業
生
）

▼
鳥
取
大
学
の
こ
と
、
特
に
自
分
の
学
科

以
外
の
研
究
や
卒
業
生
の
話
を
聞
く
機

会
は
な
か
な
か
な
い
の
で
新
鮮
だ
と
思

う
。（
20
代
・
本
学
学
生
）

▼
S
D
G
s
の
特
集
が
楽
し
く
、
様
々
な

学
部
の
研
究
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
記
事
を
読
み
た

い
。（
20
代
・
本
学
学
生
）

▼
S
D
G
s
の
取
り
組
み
が
具
体
的
に

わ
か
っ
て
、
充
実
し
た
勉
強
を
行
な
い
実

践
し
て
い
る
こ
と
に
感
服
し
ま
し
た
。

（
40
代
・
学
生
保
護
者
）

▼
娘
か
ら
も
話
は
聞
き
ま
す
が
、
風
紋

か
ら
読
み
取
れ
る
事
も
沢
山
あ
り
、
有

難
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
日
南
町
か

ら
の
お
米
な
ど
、
他
に
も
頂
き
物
な
ど

感
謝
す
る
所
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
渦
で
大
変
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
お
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！（
50
代
・
学
生
保
護
者
）

▼
県
外
の
為
学
生
寮
か
ら
の
通
学
で
普

段
大
学
の
話
を
あ
ま
り
聞
く
事
が
出
来

ま
せ
ん
の
で
、い
つ
も
風
紋
が
届
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。（
40
代
・
学

生
保
護
者
）

▼
毎
号
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
と
り

り
ん
、
可
愛
い
で
す
よ
ね
?
?
入
学
式

で
見
て
以
来
、
大
好
き
で
す
。（
50
代
・

学
生
保
護
者
）

前号（66号）の読者アンケートに寄せられた読者の皆さんの声をお伝えします。
誌面作りに活かしていきますので、風紋への感想やご意見などをお寄せください。

リーダーズ・ボイス R e a d e r ’ s  V o i c e

▼
い
つ
も
郵
送
さ
れ
る
と
そ
の
日
の
う
ち

に
全
ペ
ー
ジ
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
特
に
今
回
は
来
年
度
卒
業
生

の
就
職
状
況
と
2
0
2
2
年
の
予
想
も

記
載
さ
れ
て
お
り
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学

生
の
就
活
を
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、

大
学
の
状
況
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
大
変
な
世
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
指
導
者
様
、
学
生
の
ご
健
康
を
お
祈
り

し
ま
す
。（
50
代
・
学
生
保
護
者
）

▼「
注
目
の
研
究
」や「
大
学
の
動
き
」な

ど
で
は
、
鳥
取
大
学
が
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
な
ど
が
わ
か
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
も
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
地
域
か
ら
の
支
援
も
あ
る
こ

と
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し

た
。（
20
代
・
本
学
学
生
）

▼
研
究
内
容
を
イ
ラ
ス
ト
化
し
、
高
校

生
に
も
分
か
り
や
す
い
内
容
だ
と
思
い
ま

す
。
学
生
の
研
究
・
実
績
を
も
っ
と
見
た

い
と
思
っ
た
。（
20
代
・
高
校
・
予
備
校

教
職
員
）

▼
い
つ
も
楽
し
み
に
風
紋
が
郵
送
さ
れ
て

く
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
学
祭
が
な
い

と
子
ど
も
か
ら
聞
き
、
大
変
残
念
に
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ご
時
世
な
の
で

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
。
卒
業
ま
で
の
残

り
少
な
い
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
50
代
・
学
生
保

護
者
）

▼
他
学
部
の
研
究
内
容
の
様
子
が
分
か

り
、
良
か
っ
た
で
す
。
両
親
も
毎
回「
風

紋
」を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
20
代
・
本
学
学
生
）

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
先
生
方
の
お
姿
や

研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
な
か
な
か
知
れ

な
い
な
か
、
冊
子
で
知
る
こ
と
が
出
来
て

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
10
代
・

本
学
学
生
）

大学からのお知らせ
I N F O R M A T I O N

フォロー
してね

鳥取大学公式Facebook・twitter
鳥取大学の　    をつぶいています！今

とりりんが大学のイベント情報、学生活動、
キャンパスの様子などを随時発信中!

鳥取大学の施設や講義室など、360度パノラマビューにより、
スマホ・パソコンからキャンパス内にいるかのような臨場体験ができます！ 

もう体験しましたか？

バーチャル
キャンパス

鳥取キャンパス24カ所、米子キャンパス12カ所 全36カ所掲載!

スマホの動きに

合わせて動く！ 

あなたのいる
場所が鳥取

大学に！

スマホはV
R（バーチャ

ルリアリティ
）に対応

@tottori_univ@toririn

飛鳥の森 正門

米子キャンパス 鳥取キャンパス

https://flic360make.vr360-view.com/tour/f07fda7bc64c177 https://flic360make.vr360-view.com/tour/21b47c4d5fb8ae9

成人・老人看護学実習室

シミュレーションセンター

共通教育棟2階大講義室

中央図書館2階ホール

1718



〒680-8550 鳥取県鳥取市湖山町南4-101　TEL.0857-31-5006　FAX.0857-31-5018
［ E -メール ］toridai-kouhou@ml.adm.tottori-u.ac.jp　［ ホームページ ］https://www.tottori-u.ac.jp/

編集発行／広報委員会広報誌編集専門委員会 2020年11月発行
塩﨑一郎（工学部）
米本善則（総務企画課）

西村正広（医学部）
保坂理和子（研究推進機構）

武田信吾（地域学部）
滝波稚子（教育支援・国際交流推進機構）

會見忠則（委員長・農学部）
辻　　渉（農学部）

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご要望を
お待ちしています。アンケートにご協力いただいた方の中から抽選
で10名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使用いたしません。
また、当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 1/31（日）

鳥取大学広報誌 検索検索

風紋のバックナンバーは、こちらから
www.tottori-u.ac.jp/fumon ■入学試験

■公開講座・社会貢献
■授業料納入

0857-31-5061
0857-31-6777
0857-31-5029

0857-31-5608
0857-31-5053
0857-31-5456

■研究・産官学連携
■学生・学生生活
■学生就職支援

鳥取大学に関するお問い合わせ

その他はホームページ  https://www.tottori-u.ac.jp/ask/  をご覧ください

5名様に
プレゼント！
5名様に
プレゼント！

抽選で
2020 / Autumnvol.67　

鳥取大学広報誌 F U-M O N

免疫細胞の働きの不思議。
皮膚疾患の再発から、その謎の一端を明らかにする。

注目の
研究

工学部 社会システム土木系学科
情報システム研究室

私たちの
研究室

教養科目
「分類・生態から分子まで：昆虫学入門」

工学部附属
グリーン・サスティナブル・ケミストリー研究センター
農学部生命環境農学科

教養の場

新任教員
紹介

鳥
取
大
学

 

コ
ロ
ナ

鳥
取
大
学

 

コ
ロ
ナ

新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

特  集

果てしなき「モノづくり」への挑戦は続く・・・。

株式会社 千代エンジニアリング
事業内容：自動化・省力化機器の設計製造及び機械部品の加工
所在地：鳥取市商栄町160-7
代表者：代表取締役社長 清水隆文
ＴＥＬ：0857-24-7717
ＵＲＬ：http://www.sendai-eng.com

A4トートバッグ

とりりん
ストラップ

とりりん
クリアファイル

鳥取大学
オリジナルグッズ

※夏の純米酒「涼」（ラカンセア酵母）は本学との共同開発商品です。

〒689-2352 鳥取県東伯郡琴浦町浦安368
大谷酒造株式会社

タカイサミ

ご注文は
こちらから

withwith


